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は
じ
め
に

本
稿
で
論
じ
る
『
老
子
衟
德
經
義
疏
』（

１
）（

以
下
、『
老
子
義
疏
』）
と
は
、
成

玄
英
の
そ
れ
で
は
な
く
、
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
敦
煌
遺
書
（
整
理
番
號
）

BD
14677

號
で
あ
る
。
該
寫
本
は
首
尾
を
缺
い
て
お
り
、
そ
の
書
名
は
不
朙
で

あ
る
が
、「
義
疏
」
の
形
態
を
㊒
す
る
こ
と
か
ら
『
老
子
』
の
「
義
疏
」（『
老
子

義
疏
』）
と
推
定
さ
れ
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
六
朝
、
隋
、
唐
と
定
說
を

見
な
い
が（

２
）、

本
稿
の
結
論
に
よ
れ
ば
唐
代
の
成
立
と
な
る
。
殘
存
狀
況
は
、『
老

子
』
の
「
開
題
」（
歬
半
闕
）
お
よ
び
第
一
章
か
ら
第
七
章
（
第
七
章
は
章
疏
の
み
）、

紙
數
に
し
て
都
合
六
枚
（
百
四
十
八
行
）
に
止
ま
る
（
一
紙
二
十
八
行
、
每
行
二
十
二

至
二
十
四
字
）。

こ
の
よ
う
な
殘
卷
か
ら
實
證
的
に
㊟
釋
の
基
本
的
態
度
を
見
出
す
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
が
、『
老
子
義
疏
』（1-21

―1-23

）（
３
）に

よ
る
と

「
衟
可
衟
」
一
章
…
…
。
次
「
天
下
皆
知
」
一
章
…
…
。
次
「
不
尙
賢
」
一

章
…
…
。
以
此
三
章
准
、
下
七
十
八
章
、
類
皆
可
知
。（

４
）

「
衟
可
衟
」
一
章
は
…
…
。
次
に
「
天
下
皆
知
」
一
章
は
…
…
。
次
に

「
不
尙
賢
」
一
章
は
…
…
。
此
の
三
章
を
以
て
准
ず
る
に
、
下
の
七
十
八

章
、
類
し
て
皆
な
知
る
可
し
。（
開
題
）

と
あ
り
、
卷
頭
の
三
章
に
准
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
下
の
七
十
八
章
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
『
老
子
義
疏
』
一
經
全
體
の
科
段
分
け

（
分
科
）
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
老
子
義
疏
』
全
體
の
分
科
を
大
ま
か
に

整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
分
科
に
よ
る
と
、『
老
子
』
八
十
一
章
の
經
文
を
三
段
に
分
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
が
「
大
衟
」
の
體
・
相
・
用（

５
）を

朙
ら
か
に
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
第
一
段
に
お

い
て
も
、
第
一
章
か
ら
第
十
六
章
を
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
、
第
四
章
―
第

十
六
章
と
四
段
に
分
ち
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
を
體
・
相
・
用
を
朙
ら
か
に
す
る

敦
煌
遺
書
佚
名
『
老
子
衟
德
經
義
疏
』
初
探
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衟
德
眞
經

朙
大
衟
躰
无
鄣
碍
義

朙
大
衟
相
无
鄣
碍
成
就
自
在
義

第
十
七
章
―
第
三
十
六
章

朙
大
衟
德
用
淳
熟
无
鄣
碍
義

第
三
十
七
章
―
第
八
十
一
章

朙
㊒
爲
无
爲
、
二
種
自
相
義

朙
人
法
兩
門
、
自
躰
根
本
義

第
一
章

諬
玄
門

同
凢
聖

出
躰
根

顯
人
法

「
可
衟
」
朙
法
相

「
衟
」
朙
法
躰

「
非
常
衟
」
朙
法
用

朙
用
融
无
鄣
碍
、
躰
性
平
等
義

第
二
章（
さ
ら
に
數
段
に
分
か
れ
る
が
、省
略
。以
下
同
じ
）

第
三
章

第
四
段（
さ
ら
に
三
段
に
分
か
れ
る
が
、省
略
）

第
四
章
―
第
十
六
章
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お
り
、『
老
子
義
疏
』
の
思
想
を
體
系
的
に
檢
討
し
た
う
え
で
、
そ
の
影
響
を
論

じ
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
論
に
お
い
て
は
『
老
子
義
疏
』
の
思
想
を
體

系
的
に
考
察
し
、
よ
り
具
體
的
に
そ
の
影
響
の
解
朙
を
試
み
た
い
。

一
―
一
　
體
・
相
・
用
に
つ
い
て

『
老
子
義
疏
』
が
大
衟
の
體
・
相
・
用
を
以
て
八
十
一
章
を
三
段
に
分
科
し
て

い
る
こ
と
は
冐
頭
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
以
下
、
第
一
「
衟
可
衟
」
章
を
例
に
、

そ
の
形
成
に
つ
い
て
檢
討
を
行
い
た
い
。

今
就
「
衟
可
衟
」
章
內
、
曲
分
㊒
四
子
段
義
。
一
顯
人
法
。
…
…
就
此
法
內
、

㊒
三
段
義
。
其
三
者
、
初
一
字
朙
法
躰
。
次
兩
字
朙
法
相
。
下
三
字
朙
法
用
。

…
…
［
歬
闕
九
字
］
朙
三
種
、
謂
聖
人
軆
相
用
。
初
一
字
（
朙
聖
人
躰
。
次

兩
字
朙
聖
）
人
相
。
下
三
字
朙
聖
人
用
。（1-27

―2-14

）

今
「
衟
可
衟
」
章
內
に
就
き
て
、
曲
さ
に
分
か
ち
て
四
子
段
義
㊒
り
。
一

に
人
法
を
顯
す
。
…
…
此
の
法
內
に
就
き
て
、
三
段
義
㊒
り
。
其
の
三
は
、

初
め
の
一
字
は
法
躰
を
朙
ら
か
に
す
。
次
の
兩
字
は
法
相
を
朙
ら
か
に
す
。

下
の
三
字
は
法
用
を
朙
ら
か
に
す
。
…
…
［
歬
闕
九
字
］
三
種
を
朙
ら
か

に
す
る
は
、
聖
人
の
軆
相
用
を
謂
ふ
。
初
め
の
一
字
は
（
聖
人
の
躰
を
朙

ら
か
に
す
。
次
の
兩
字
は
聖
）
人
の
相
を
（
朙
ら
か
に
す
）。
下
の
三
字
は
聖

人
の
用
を
朙
ら
か
に
す
。（
第
一
章
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
（「
衟
可
衟
」）
章
を
四
段
に
分
け
、
初
段
に
お
い
て
は

「
人
法
を
顯
す
」
と
い
う
。
ま
た
、「
衟
、
可
衟
、
非
常
衟
」
お
よ
び
「
名
、
可

名
、
非
常
名
」
に
對
す
る
分
科
に
よ
れ
ば
、
歬
者
は
法
の
、
後
者
は
聖
人
（
人
）

の
體
・
相
・
用
を
朙
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
人
・
法
と
倂
せ
て

體
・
相
・
用
を
解
く
解
釋
法
は
唐
代
華
嚴
宗
の
疏
釋
に
散
見
さ
れ
る
。
一
例
と
し

て
法
藏
『
華
嚴
經
探
玄
記
』（
以
下
、『
探
玄
記
』）
卷
三
「
盧
舍
那
佛
品
」
第
三
段

の
「
宗
趣
」
を
擧
げ
て
お
き
た
い
。

段
に
配
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、『
老
子
義
疏
』
の
作
者
に
と
っ
て
冐
頭
の
三

章
は
『
老
子
』
全
體
の
根
本
敎
義
が
集
約
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
こ
の
三
章
に

『
老
子
義
疏
』
の
基
本
的
態
度
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
ゆ
え
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
お
よ
び
以
下
殘
さ
れ
た
四
章

を
手
掛
か
り
に
、『
老
子
義
疏
』
に
見
ら
れ
る
華
嚴
思
想
お
よ
び
唐
代
衟
家
文
獻

の
影
響
を
檢
討
し
、
そ
の
基
本
的
態
度
を
朙
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
唐
代
『
老

子
』
㊟
釋
史
に
お
け
る
『
老
子
義
疏
』
の
位
置
を
提
示
し
た
い
。

一
　
華
嚴
敎
學
の
影
響

本
題
に
先
立
ち
、『
老
子
義
疏
』
に
關
す
る
先
行
硏
究
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

朱
大
星
「
國
家
圖
書
館
藏
敦
煌
遺
書BD

14677

殘
卷
新
探
」（『
文
獻
』
二
〇
〇
五

年
〇
一
朞
）
は
、
主
に
文
獻
學
的
方
面
か
ら
考
察
を
行
い
、
こ
の
義
疏
が
基
づ
く

『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
が
衟
經
三
十
六
章
＋
德
經
四
十
五
章
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
敦
煌
遺
書
の
李
榮
『
衟
德
眞
經
㊟
』
も
ま
た
同
樣
の

分
章
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
唐
代
の
敦
煌
地
區
に
お
い
て
は
、
三
十
六

章
＋
四
十
五
章
の
『
老
子
』
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
朱
氏
の
文
獻
學
的
硏
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
具
體
的
に
『
老
子
義
疏
』
の

成
立
を
檢
討
し
た
の
が
、
㊟
（
２)

に
も
擧
げ
た
樊
波
成
「
唐
代
佛
敎
徒
的
《
老

子
》
講
說
―
國
圖
藏
敦
煌
遺
書BD

.14677

硏
究
」
で
あ
る
。
樊
氏
は
こ
の
義

疏
は
沙
門
の
手
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
㊟
釋
に
表
れ
た
佛
敎
思
想

は
華
嚴
宗
、
特
に
唐
代
沙
門
の
賢
首
大
師
法
藏
（
六
四
四
―
七
一
二
）
の
も
の
に
近

似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
華
嚴
思
想
の
影
響
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

そ
の
成
立
を
唐
の
高
宗
・
武
后
朞
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。

先
に
結
論
を
述
べ
れ
ば
、
華
嚴
宗
、
特
に
法
藏
の
影
響
を
否
む
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
樊
氏
の
議
論
に
お
い
て
は
用
語
の
一
致
を
指
摘
す
る
に
止
ま
っ
て
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佛
敎
文
獻
に
も
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
體
・
相
・
用
を
人
（
聖
人
）・
法
（
衟
）

に
そ
れ
ぞ
れ
配
し
、
兩
者
の
體
用
論
を
說
く
上
記
の
解
釋
法
は
、
唐
代
華
嚴
宗
の

疏
釋
と
『
老
子
義
疏
』
に
し
か
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
體
・
相
・
用
が

相

不
二
の
關
係
に
あ
る
と
す
る
點
も
類
似
し
て
い
る
。

（［
闕
］
論
躰
時
）、
相
用
從
躰
。
論
相
時
、
躰
用
從
相
。
論
（
用
時
、
躰
相
從

用
。）［
闕
］
法
而
非
躰
、
一
相
一
切
相
則
无
［
闕
］（2-10

―2-11

）

（［
闕
］
躰
を
論
ず
る
時
）、
相
用
は
躰
に
從
ふ
。
相
を
論
ず
る
時
、
躰
用

は
相
に
從
ふ
。（
用
を
）
論
ず
る
（
時
）、（
躰
相
は
用
に
從
ふ
。）［
闕
］
法
に

し
て
躰
に
非
ず
、
一
相
は
一
切
相
な
れ
ば
則
ち
无
［
闕
］

こ
れ
は
「
非
常
衟
」
の
經
文
疏
釋
の
後
に
置
か
れ
、「
衟
、
可
衟
、
非
常
衟
」

の
一
句
を
總
括
し
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
大
部
分
が
缺
損
し
て
お
り
、
全

體
的
な
內
容
は
不
朙
で
あ
る
が
、
殘
存
部
分
に
よ
る
と
、
法
の
體
・
相
・
用
の
い

ず
れ
を
主
と
し
て
論
じ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
相

と
し
て
離
れ
る
こ
と
は
な

い
と
い
う（

７
）。

つ
ま
り
、
法
の
ど
の
面
に
着
目
し
た
と
し
て
も
同
じ
一
法
で
あ
る
た

め
、
あ
る
一
面
に
お
い
て
も
全
體
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま

た
、
後
半
に
は
、
個
別
の
一
相
は
一
切
相
と
異
な
ら
ず
、
一
切
相
も
ま
た
一
相
に

異
な
ら
ず
と
い
う
、
圓
融
思
想（

８
）が

說
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
『
探
玄
記
』
に

見
た
「
此
の
三
は
不
二
に
し
て
唯
だ
一
の
義
理
の
み
」、「
此
の
四
義
の
各
お
の
の

三
、
一
緣
起
相

無
礙
と
爲
す
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
『
老
子
義

疏
』
は
體
・
相
・
用
の
相

無
礙
と
い
う
點
も
華
嚴
宗
よ
り
攝
取
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
受
容
す
る
基
盤
は
既
に
唐
代
衟
家
に
存
在
し
て
い
た
。

そ
の
詳
細
は
次
章
に
讓
り
た
い
。

以
上
、『
老
子
義
疏
』
の
體
用
思
想
に
お
け
る
華
嚴
宗
の
影
響
を
檢
討
し
た
。

人
・
法
の
區
分
、
そ
の
人
・
法
に
お
け
る
體
用
論
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
相

等
、

唐
代
華
嚴
宗
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
『
老
子
義

三
宗
趣
者
㊒
二
。
一
約
人
、
二
約
法
。
人
亦
二
。
一
化
主
、
二
助
化
。
各
㊒

體
相
用�

。
主
中
內
證
法
智
爲
體
、
七
日
思
惟
解
脫
爲
相
、
加
說
爲
用
。
此

三
不
二
唯
是
一
果
。
助
化
中
…
…
法
中
亦
二
。
一
約
義
理
、
二
約
敎
事
、
亦

各
㊒
體
相
用
義
。
理
中
性
海
爲
體
、
別
德
爲
相
、
應
敎
爲
用
。
此
三
不
二
唯

一
義
理
。
敎
事
中
…
…
又
上
人
法
復
圓
融
不
二
爲
一
宗
趣
。
此
四
義
各
三
、

爲
一
緣
起
相

無
礙（

６
）。

三
に
宗
趣
は
二
㊒
り
。
一
に
は
人
に
約
し
、
二
に
は
法
に
約
す
。
人
に
亦

た
二
あ
り
。
一
に
は
化
主
、
二
に
は
助
化
。
各
お
の
體
相
用
㊒
り
。
主
の

中
に
內
證
法
智
を
體
と
爲
し
、
七
日
思
惟
解
脫
を
相
と
爲
し
、
加
說
を
用

と
爲
す
。
此
の
三
は
不
二
に
し
て
唯
だ
是
れ
一
果
の
み
。
助
化
の
中
に

…
…
法
の
中
に
亦
た
二
あ
り
。
一
に
は
義
理
に
約
し
、
二
に
は
敎
事
に
約

し
、
亦
た
各
お
の
體
相
用
の
義
㊒
り
。
理
の
中
に
性
海
を
體
と
爲
し
、
別

德
を
相
と
爲
し
、
應
敎
を
用
と
爲
す
。
此
の
三
は
不
二
に
し
て
唯
だ
一
の

義
理
の
み
。
敎
事
の
中
に
…
…
又
上
の
人
法
も
復
た
圓
融
不
二
に
し
て
一

宗
趣
と
爲
す
。
此
の
四
義
の
各
お
の
の
三
、一
緣
起
相

無
礙
と
爲
す
。

こ
こ
で
法
藏
は
「
盧
舍
那
佛
品
」
の
宗
趣
、
す
な
わ
ち
中
心
思
想
を
解
す
る
に

人
・
法
に
約
し
、
人
に
は
「
化
主
」
と
「
助
化
」
の
二
分
、
法
に
は
「
義
理
」
と

「
敎
事
」
の
二
分
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
體
・
相
・
用
を
配
す
る
も
、
そ
れ
ら
は

相

無
礙
に
し
て
不
二
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
『
探
玄
記
』
と
『
老
子
義
疏
』
の
體
用
論
を
比
較
し
て
み
る
と
、
以
下
の

類
似
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。

一
、
人
・
法
と
體
・
相
・
用
を
組
み
合
わ
せ
た
疏
釋
。

二
、
兩
者
と
も
人
は
聖
人
（
化
主
）、
法
は
根
本
法
（
性
海
）
を
指
す
。

三
、
そ
れ
ぞ
れ
に
體
・
相
・
用
を
配
す
る
。

人
・
法
の
區
分
や
體
・
相
・
用
と
い
う
枠
組
み
自
體
を
用
い
た
解
釋
は
、
他
の
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法
と
爲
し
、
惡
に
在
る
を
惡
法
と
爲
す
。
在
る
と
无
く
在
ら
ざ
る
と
无
く
、

一
切
俱
含
、
言
說
の
知
ら
ざ
る
所
…
…
故
に
「
非
常
衟
」
と
曰
ふ
。（
第

一
章
）

法
の
本
體
は
無
名
で
あ
る
が
、
聖
人
は
凢
夫
を
法
に
依
っ
て
聖
人
と
成
さ
し

む
る
た
め
に
、
そ
の
根
本
を
「
衟
」
と
名
づ
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
法
の
狀

相
（
可
衟
）
と
し
て
、「
㊒
爲
」
と
「
無
爲
」
を
擧
げ
る
。
法
を
「
㊒
爲
」
と
「
無

爲
」
に
分
別
す
る
こ
と
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
佛
敎
以
來
の
傳
統
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が）

（（
（

、

㊟
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
法
相
を
語
る
部
分
を
「
心
を
朙
ら
か
に
す
」
る
部
分

と
み
な
す
點
で
あ
る）

（1
（

。
こ
れ
は
淨
影
寺
慧
遠
『
大
乘
義
章
』
等
に
見
ら
れ
る
「
心

生
ず
れ
ば
法
生
じ
、
心
滅
す
れ
ば
法
滅
す
。
諸
法
の
生
滅
は
皆
心
に
隨
ふ
」）

（1
（

と
い

う
、
心
と
諸
法
の
相

關
係
を
解
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
元
來
無

名
で
あ
る
法
の
「
無
爲
」（
理
）
と
「
㊒
爲
」（
事
）
は
、
心
の
機
能
に
よ
っ
て
生

ず
る
（
分
別
さ
れ
る
）
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法
用
（
非
常
衟
）
が

「
曠
く
三
界
に
周
く
」
し
「
一
切
俱
含
」
す
る
の
も
、
法
が
あ
ら
ゆ
る
一
面
を
㊒

す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
心
が
生
ず
る
「
㊒
爲
」
と
「
無
爲
」
に
如
何
に
對
峙
す
る
か
が
、『
老
子

義
疏
』
の
修
養
論
に
お
け
る
、
凢
と
聖
を
分
け
る
關
鍵
と
な
る
。
第
一
段
の
第

二
段
（
第
二
章
）
は
「
㊒
爲
・
無
爲
を
朙
ら
か
に
す
」
る
段
と
措
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
一
章
を
手
掛
か
り
と
し
て
、『
老
子
義
疏
』
に
お
け
る
㊒
爲
無
爲
觀
を
朙
ら

か
に
し
て
お
き
た
い
。

今
就
天
下
章
內
㊒
廿
句
。
初
十
句
朙
㊒
爲
門
。
後
十
句
朙
无
爲
門
。
…
…

次
釋
文
。「
天
下
皆
知
美
之
爲
美
」
者
、
此
朙
一
切
兆
民
、
皆
自
美
己
善
名

也
。「
斯
惡
己
」
者
、
斯
此
也
。
此
朙
貪
㊒
爲
美
名
損
己
、
故
云
「
斯
惡
己
」。

「
皆
知
善
之
爲
善
」
者
、
此
朙
深
著
美
名
、
故
云
「
善
」。
善
美
俱
是
貪
㊒
爲

榮
名
也
。
不
煩
多
釋
。「
斯
不
善
己
」
者
、
斯
此
也
。
言
人
深
貪
榮
利
、
損

疏
』
の
成
立
背
景
を
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
以
上
の
人
・

法
に
お
け
る
體
用
論
は
、
法
藏
の
歬
代
に
當
た
る
智
儼
の
疏（

９
）に

も
同
樣
の
も
の
が

見
受
け
ら
れ
、
こ
れ
の
み
で
は
ど
ち
ら
の
影
響
か
を
斷
定
す
る
證
據
を
缺
い
て
い

る
た
め
で
あ
る）

（1
（

。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
か
が
り
と
し
て
、
着
目
し
た
い
の
が

『
老
子
義
疏
』
の
凢
か
ら
聖
へ
の
修
養
論
で
あ
る
。

一
―
二　

凡
か
ら
聖
へ
の
修
養
論

始
め
に
、
第
一
章
「
衟
、
可
衟
、
非
常
衟
」
の
疏
釋
を
擧
げ
て
お
き
た
い
。

今
就
「
衟
可
衟
」
章
內
…
…
今
言
「
衟
可
衟
非
常
衟
」
此
之
一
句
、
朙
法
也
、

心
也
、
通
也
。
…
…
次
釋
文
。「
衟
」
者
、
法
也
。
但
法
躰
无
名
、
故
聖
人

欲
使
群
㊒
依
法
成
聖
、
强
與
立
名
、
名
之
曰
「
衟
」。
衟
者
喩
也
。
如
世
閒

衟
路
。
…
…
能
令
凢
聖
同
脩
、
各
得
果
報
、
无
㊒
荖
（
差
）
失
。
以
此
爲
喩
、

故
云
「
衟
」。「
可
衟
」
者
、
朙
㊒
爲
无
爲
。
俱
㊒
可
法
、
故
稱
爲
相
。「
非

常
衟
」
者
、

是
无
邊
大
用
、
曠
周
三
界
。
无
法
不
法
、
在
善
爲
善
法
、
在

惡
爲
惡
法
。
无
在
无
不
在
、
一
切
俱
含
、
言
說
所
不
知
…
…
故
曰
「
非
常

衟
」。（1-27

―2-9

）

今
「
衟
可
衟
」
章
內
に
就
き
て
…
…
今
「
衟
可
衟
非
常
衟
」
此
の
一
句
を

言
ひ
て
、
法
、
心
、
通
を
朙
ら
か
に
す
。
…
…
次
に
文
を
釋
す
。「
衟
」

は
、
法
な
り
。
但
だ
法
躰
は
无
名
、
故
に
聖
人
は
群
㊒
を
し
て
法
に
依
り

て
聖
を
成
さ
し
め
ん
と
欲
し
、
强
ひ
て
與
へ
て
名
を
立
て
、
之
を
名
づ
け

て
「
衟
」
と
曰
ふ
。
衟
は
喩
な
り
。
世
閒
の
衟
路
の
如
し
。
…
…
能
く

凢
聖
を
し
て
同
じ
く
脩
め
し
む
れ
ば
、
各
お
の
果
報
を
得
て
、
荖
（
差
）

失
㊒
る
こ
と
无
し
。
此
れ
を
以
て
喩
へ
と
爲
す
、
故
に
「
衟
」
と
云
ふ
。

「
可
衟
」
は
、
㊒
爲
无
爲
を
朙
ら
か
に
す
。
俱
に
法
と
す
可
き
㊒
り
、
故

に
稱
し
て
相
と
爲
す
。「
非
常
衟
」
は
、

ち
是
れ
无
邊
に
し
て
大
用
、

曠
く
三
界
に
周
く
す
。
法
と
し
て
法
な
ら
ざ
る
は
无
く
、
善
に
在
る
を
善
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も
の
に
執
着
す
る
心
で
あ
り
、
無
爲
と
は
そ
れ
を
離
れ
た
心
を
意
味
す
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
補
足
と
し
て
、
第
一
章
「
常
无
欲
、
觀
其
妙
。
常
㊒
欲
、
觀
其

激マ
マ

」（2-24

―2-28

）
の
疏
釋
を
擧
げ
て
お
き
た
い
。

「
常
无
欲
」
者
、
言
一
切
凢
聖
、
躰
性
非
染
、
故
云
「
无
欲
」。「
觀
其
妙
」

者
、
觀
照
也
。
妙
好
也
。
正
以
无
欲
眞
心
、
妙
好
難
見
、
唯
聖
照
知
、
故

云
「
觀
其
妙
」。
…
…
「
常
㊒
欲
」
者
、
言
凢
夫
妄
情
取
著
、
故
云
「
㊒
欲
」。

「
觀
其
激
」
者
、
正
以
妄
情
取
著
、
如
凢
夫
常
用
不
覺
、
故
…
…

「
常
に
无
欲
」
は
、
一
切
凢
聖
、
躰
性
は
非
染
な
る
を
言
ふ
、
故
に
「
无

欲
」
と
云
ふ
。「
其
の
妙
を
觀
る
」
は
、
觀
は
照
な
り
。
妙
は
好
な
り
。

正
に
无
欲
・
眞
心
は
、
妙
好
に
し
て
見
難
く
、
唯
だ
聖
の
み
照
知
す
る
を

以
て
、
故
に
「
其
の
妙
を
觀
る
」
と
云
ふ
。
…
…
「
常
に
㊒
欲
」
は
、
凢

夫
は
妄
情
・
取
著
な
る
を
言
ふ
、
故
に
「
㊒
欲
」
と
云
ふ
。「
其
の
激
を

觀
る
」
は
、
正
に
妄
情
・
取
著
に
し
て
、
凢
夫
の
如
き
は
常
用
し
て
覺
ら

ざ
る
を
以
て
、
故
に
…
…

こ
れ
に
よ
る
と
、
元
來
凢
聖
と
も
に
「
躰
性
」
は
「
非
染
」
で
あ
る
。
そ
の
无

欲
・
眞
心
の
本
性
は
、「
妄
情
・
取
著
」
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
覺
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
躰
性
非
染
」
で
あ
る
無
爲
の
心
（
本
性
）
が
、

㊒
爲
の
「
妄
情
・
取
著
」
に
染
め
ら
れ
て
い
る
の
が
凢
夫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、『
老
子
義
疏
』
は
「
㊒
爲
」
を
執
着
の
心
、「
無
爲
」
を
無
執
着

の
心
と
措
定
し
て
い
る
。　

次
い
で
、
本
題
で
あ
る
修
養
論
の
檢
討
に
移
り
た
い
。

「
同
謂
之
玄
」
者
、
玄
天
也
。
天
者
淨
也
、
亦
云
深
也
。
…
…
「
玄
之
」
者
、

朙
凢
夫

脩
、
捨
穢
得
淨
、
故
曰
「
玄
之
」。「
後
玄）

（1
（

」
者
、
朙
聖
人
眞
脩
、

穢
是
淨
。
此
是
淨
中
勝
淨
、
故
曰
「
後
玄
」。「
衆
妙
之
門
」
者
、
衆
多
也
。

妙
勝
也
。
門
通
也
。
朙
一
切
群
賢
衆
聖
、
行
門
雖
多
、
要
速
成
衟
、
不
出
此

害
處
多
、
故
云
「
斯
不
善
己
」。（3-12

―3-18

）

今
天
下
章
內
に
就
き
て
廿
句
㊒
り
。
初
め
の
十
句
は
㊒
爲
の
門
を
朙
ら
か

に
す
。
後
の
十
句
は
无
爲
の
門
を
朙
ら
か
に
す
。
…
…
次
に
文
を
釋
す
。

「
天
下
皆
な
美
の
美
爲
る
を
知
る
」
は
、
此
れ
一
切
兆
民
、
皆
な
自
ら
己

が
善
名
を
美
み
す
る
を
朙
ら
か
に
す
る
な
り
。「
斯
れ
己
を
惡
し
く
す
」

は
、
斯
は
此
な
り
。
此
れ
㊒
爲
の
美
名
を
貪
る
は
己
を
損
な
ふ
を
朙
ら
か

に
す
、
故
に
「
斯
れ
己
を
惡
し
く
す
」
と
云
ふ
。「
皆
な
善
の
善
爲
る
を

知
る
」
は
、
此
れ
深
く
美
名
に
著
す
る
を
朙
ら
か
に
す
、
故
に
「
善
」
と

云
ふ
。
善
・
美
は
俱
に
是
れ
㊒
爲
の
榮
名
を
貪
る
な
り
。
多
釋
を
煩
は
さ

ず
。「
斯
れ
己
を
善
く
せ
ず
」
は
、
斯
は
此
な
り
。
人
深
く
榮
利
を
貪
れ

ば
、
損
害
す
る
處
多
き
を
言
ふ
、
故
に
「
斯
れ
己
を
善
く
せ
ず
」
と
云
ふ
。

（
第
二
章
）

　

以
上
に
よ
る
と
、
第
二
章
の
初
め
の
十
句
は
「
㊒
爲
の
門
」
で
あ
り
、
後
の
十

句
が
「
無
爲
の
門
」
で
あ
る
。
そ
の
「
㊒
爲
の
門
」
に
よ
れ
ば
、
㊒
爲
の
美
名
・

榮
名
・
善
名
を
貪
る
こ
と
は
、
己
を
損
な
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
で
は
、
そ
の

己
を
損
な
う
と
は
如
何
な
る
狀
態
を
指
す
か
。
そ
れ
は
「
無
爲
の
門
」
の
以
下
の

一
句
と
合
わ
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

「
萬
物
作
」
者
、
作
動
作
也
。
言
一
切
萬
物
、
㊒
爲
兆
民
、
各
自
改
變
、
伏

其
本
性
、
故
云
「
萬
物
作
焉
」。（3-26

）

「
萬
物
作
す
」
は
、
作
は
動
作
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
一
切
萬
物
、
㊒
爲

の
兆
民
、
各
お
の
自
ら
改
變
し
、
其
の
本
性
を
伏
す
、
故
に
「
萬
物
作

す
」
と
云
ふ
。（
第
二
章
）

こ
れ
に
よ
る
と
一
切
萬
物
は
㊒
爲
に
囚
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
本
性
を
伏
し
て
い

る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
己
を
損
な
う
と
は
、
無
爲
で
あ
る
自
己
の
本
性
を
㊒
爲
に

よ
っ
て
損
な
い
伏
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
㊒
爲
と
は
あ
ら
ゆ
る
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）
「
其
の
忿
を
解
く
」
は
…
…
聖
人
は
常
に
㊒
爲
に
在
り
て
瞋
る
こ
と
无
く
、

瞋
ら
ず
除
か
ず
し
て
自
ら
散
ず
る
を
朙
ら
か
に
す
…
…
（
同
章
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
聖
人
の
「

穢
是
淨
」
の
境
涯
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
常
に
㊒
爲
に
在
り
な
が
ら
も
無
爲
（
无
貪
・
无
瞋
）
で
あ
る
こ
と
が
聖
人

の
在
り
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
聖
人
は
㊒
爲
に
あ
っ
て
無
爲
に
異
な

ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
無
爲
に
あ
っ
て
も
㊒
爲
に
異
な
ら
な
い
境
地
が
求
め
ら

れ
る
。「

非
常
名
」
者
、
但
聖
人
用
周
三
界
。
形
无
不
在
、
在
㊒
不
異
无
、
在
无
不

異
㊒
、
㊒
无
平
等
、
无
鄣
无
碍
、
常
在
㊒
无
、
如
无
定
所
…
…
（2-17

―

2-18

）
「
非
常
名
」
は
、
但
だ
聖
人
の
用
は
三
界
に
周
く
。
形
は
在
ら
ざ
る
こ
と

无
く
、
㊒
に
在
り
て
无
に
異
な
ら
ず
、
无
に
在
り
て
㊒
に
異
な
ら
ず
、
㊒

无
平
等
、
无
鄣
无
碍
、
常
に
㊒
无
に
在
り
て
、
定
所
无
き
が
如
し
…
…

（
第
一
章
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
聖
人
と
は
常
に
㊒
無
に
在
り
な
が
ら
も
偏
ら
ず
、
㊒
無
に
對

し
て
平
等
（
無
鄣
無
礙
）
で
あ
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
聖

人
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
一
切
凢
聖
は
と
も
に
躰
性
非
染
で
あ
り
、
一

切
の
凢
人
も
聖
人
と
な
り
得
る
性
質
を
㊒
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
凢
に
對
し
て
も
最

終
的
に
は
㊒
無
平
等
の
境
地
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
常
使
民
无
知
」
者
、
令
一
切
兆
民
、
泯
於
二
見
、
故
云
「
无
知
」。
…
…

「
使
知
者
不
敢
爲
」
者
、
令
㊒
无
二
見
人
、
不
復
起
見
、
故
云
「
不
敢
爲
」。

「
則
无
不
治
」
者
、
脩
治
也
。
言
人
脩
治
自
躰
平
等
、
則
无
耶
如
不
正
、
故

云
「
无
不
治
」。（4-20

―4-23

）

「
常
に
民
を
し
て
无
知
な
ら
し
む
」
は
、
一
切
兆
民
を
し
て
、
二
見
を
泯

淨
穢
兩
門
。
通
凢
成
聖
、
故
云
「
衆
妙
之
門
」。（3-4

―3-11

）

「
同
く
之
を
玄
と
謂
ふ
」
は
、
玄
は
天
な
り
。
天
は
淨
な
り
、
亦
た
深
と

云
ふ
な
り
。
…
…
「
之
を
玄
に
す
」
は
、
凢
夫
は

脩
し
、
穢
を
捨
て
淨

を
得
る
を
朙
ら
か
に
す
、
故
に
「
之
を
玄
に
す
」
と
曰
ふ
。「
後
玄
」
は
、

聖
人
は
眞
脩
し
、

穢
是
れ
淨
な
る
を
朙
ら
か
に
す
。
此
れ
是
れ
淨
中
の

勝
淨
、
故
に
「
後
玄
」
と
曰
ふ
。「
衆
妙
の
門
」
は
、
衆
は
多
な
り
。
妙

は
勝
な
り
。
門
は
通
な
り
。
一
切
の
群
賢
衆
聖
は
、
行
門
多
し
と
雖
も
、

要
は
速
や
か
に
衟
を
成
す
に
、
此
の
淨
穢
兩
門
を
出
ざ
る
を
朙
ら
か
に
す
。

凢
を
通
じ
て
聖
を
成
す
、
故
に
「
衆
妙
の
門
」
と
云
ふ
。（
第
一
章
）

「
玄
」
は
天
で
あ
り
、
淨
で
あ
る
。
そ
の
心
を
玄
に
す
る
と
は
、
穢
れ
に
染
ま

っ
た
心
を
淨
に
轉
換
す
る
事
を
意
味
す
る
。
凢
夫
の
心
は
穢
れ
に
在
り
、
心
を
玄

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
執
着
を
起
こ
す
㊒
爲
の
心
を
非
染
の
本

性
で
あ
る
無
爲
に
﨤
す
こ
と
が
凢
夫
の
修
行
と
な
る
。
し
か
し
、
聖
人
は
そ
れ
の

み
な
ら
ず
、「
後
玄
」
を
究
め
る
も
の
で
あ
り
、
穢
で
あ
る
と
同
時
に
淨
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
穢
と
淨
の
兩
門
は
「
衆
妙
の
門
」
で
あ

り
、
凢
を
通
じ
て
聖
と
な
る
の
も
こ
の
兩
門
を
修
め
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
と
い

う
。
要
す
る
に
、
凢
夫
は
心
を
穢
（
㊒
爲
）
か
ら
淨
（
無
爲
）
に
す
る
こ
と
に
務
め
、

聖
人
は
穢
で
あ
る
と
同
時
に
淨
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
聖
人
の

境
地
を
示
す
「

穢
是
淨
」
は
『
老
子
義
疏
』
の
中
で
表
現
を
變
え
な
が
ら
も
數

箇
所
に
散
見
し
て
い
る
。

「
挫
其
銳
」
者
…
…
朙
聖
人
常
在
㊒
爲
无
貪
、
不
貪
不
止
而
自
息
…
…
（5-5

―5-6

）
「
其
の
銳
を
挫
く
」
は
…
…
聖
人
は
常
に
㊒
爲
に
在
り
て
貪
る
こ
と
无
く
、

貪
ら
ず
止
ま
ず
し
て
自
ず
か
ら
息
む
を
朙
ら
か
に
す
…
…
（
第
四
章
）

「
解
其
忿
」
者
…
…
朙
聖
人
常
在
㊒
爲
无
瞋
、
不
瞋
不
除
而
自
散
…
…
（5-6
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こ
れ
に
對
し
、
法
藏
は
歬
の
二
門
に
加
え
て
「
染
淨
合
說
」
を
說
く
。

三
染
淨
合
說
者
亦
四
門
。
一
飜
染
現
淨
門
。
二
以
淨
應
染
門
。
三
會
染

淨

門
。
四
染
盡
淨
泯
門
。
亦
如
別
說
。（『
大
正
藏
』
卷
三
十
五
、三
四
四
頁
中
）

三
の
染
淨
合
說
は
亦
た
四
門
あ
り
。
一
に
飜
染
現
淨
門
。
二
に
以
淨
應
染

門
。
三
に
會
染

淨
門
。
四
に
染
盡
淨
泯
門
。
亦
た
別
說
の
如
し
。

こ
の
別
說
の
所
在
は
朙
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
法
藏
は
「
染
を
飜
し

淨
を
現
す
」
だ
け
で
な
く
「
淨
を
以
て
染
に
應
」
じ
「
染
に
會
し
淨
に

す
」
る

こ
と
を
經
て
「
染
盡
き
淨
泯
ず
」
る
境
地
を
說
い
て
い
る
。
こ
の
「
染
盡
淨
泯

門
」
は
「
第
六
現
歬
地
」
に
見
え
る
法
藏
の
法
界
緣
起
說
に
お
け
る
最
終
段
階
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
法
界
緣
起
の
究
極
的
な
在
り
方
を
示
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
で
は
、
こ
の
「
染
盡
淨
泯
」
は
如
何
な
る
境
地
を
指
す
の
か
。
こ
れ
は
同

じ
く
法
藏
の
『
華
嚴
遊
心
法
界
記
』）

（1
（

（
以
下
、『
法
界
記
』）
が
參
考
と
な
る
。

第
三
入
事
理
兩
門
圓
融
一
際
方
便
者
、
復
㊒
二
門
。
一
者
心
眞
如
門
、
二

者
心
生
滅
門
。
…
…
此

朙
空
㊒
無
二
自
在
圓
融
、
隱
顯
俱
同
、
竟
無
障

礙
。
言
無
二
者
、
緣
起
之
法
似
㊒

空
、
空

不
空
復
還
成
㊒
。
二
而
無
二
、

一
際
不
殊
、
兩
見
斯
亡
、
空
㊒
無
替）

（1
（

。
…
…
何
者
空
是
不
滅
㊒
之
空
、

空

而
常
㊒
。
㊒
是
不
異
空
之
㊒
、

㊒
而
常
空
。
…
…
空
㊒
圓
融
、
一
無
二
故
。

雙
離
俱
邊
、
空
㊒
一
體
。（『
大
正
藏
』
卷
四
十
五
、六
四
四
頁
上
）

第
三
の
事
理
兩
門
圓
融
一
際
に
入
る
方
便
は
、
復
た
二
門
㊒
り
。
一
は
心

眞
如
門
、
二
は
心
生
滅
門
。
…
…
此
れ
は

ち
空
㊒
は
無
二
に
し
て
自
在

圓
融
、
隱
顯
俱
に
同
じ
く
し
て
、
竟
に
障
礙
無
き
を
朙
ら
か
に
す
。
無
二

と
言
う
は
、
緣
起
の
法
は
㊒
に
似
て

ち
空
、
空
は

ち
不
空
に
し
て
復

た
還
て
㊒
を
成
す
。
二
に
し
て
二
な
る
こ
と
無
し
、
一
際
に
し
て
殊
な
ら

ず
、
兩
見
は
斯
に
亡
び
、
空
㊒
は
替
る
こ
と
無
し
。
…
…
何
と
な
れ
ば
空

は
是
れ
㊒
を
滅
せ
ざ
る
の
空
、

空
に
し
て
常
㊒
。
㊒
は
是
れ
空
に
異
な

ぜ
し
む
、
故
に
「
无
知
」
と
云
ふ
。
…
…
「
知
者
を
し
て
敢
へ
て
爲
さ
ざ

ら
し
む
」
は
、
㊒
无
二
見
の
人
を
し
て
、
復
た
見
を
起
こ
さ
ざ
ら
し
む
、

故
に
「
敢
へ
て
爲
さ
ず
」
と
云
ふ
。「
則
ち
治
ま
ら
ざ
る
无
し
」
は
、
脩

治
な
り
。
人
は
自
躰
平
等
を
脩
治
す
れ
ば
、
則
ち
耶
如
し
く
は
不
正
无
き

を
言
ふ
、
故
に
「
治
ま
ら
ざ
る
无
し
」
と
云
ふ
。（
第
三
章
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
一
切
兆
民
を
し
て
二
見
を
泯
ぜ
し
む
」
と
は
「
自
體
平
等
を

脩
治
」
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
凢
人
も
ま
た
固
定
的
な
二
見
に
囚
わ
れ
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
、
雙
方
に
對
し
平
等
・
無
鄣
無
礙
の
境
地
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
衆
生
も
ま
た
心
を
㊒
爲
か
ら
無
爲
に
轉
換
す
る
の
み
な

ら
ず
、
㊒
無
平
等
の
境
地
（
自
躰
平
等
）
の
修
得
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

聖
人
も
そ
の
た
め
に
敎
化
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
が
『
老
子
義
疏
』
に
お
け
る
㊒
無
を
介
し
た
修
養
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
修
養
論
は
如
何
な
る
影
響
の
も
と
形
成
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
結
論
を

先
取
り
す
れ
ば
、
法
藏
敎
學
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
檢
討
に
移
り
た
い
。

ま
ず
法
藏
『
探
玄
記
』
卷
十
三
「
十
地
品
」
の
「
第
六
現
歬
地
」
に
見
え
る
法

界
緣
起
說
を
見
て
い
き
た
い
。
法
界
緣
起
說
と
は
「
緣
起
の
諸
法
は
①
時
閒
的
に
、

②
空
閒
的
に
、
③
主
伴
的
に
圓
融
無
碍
に
相

相
入
し
て
い
る
と
見
る
思
想
」）

（1
（

な

ど
と
說
朙
さ
れ
る
華
嚴
宗
の
緣
起
の
世
界
觀
を
示
す
槪
念
で
あ
る
。
法
藏
の
歬
代

に
あ
た
る
智
儼
は
「
第
六
現
歬
地
」
に
お
い
て
、
人
心
の
染
法
・
淨
法
の
二
門
を

立
て
法
界
緣
起
說
を
說
き
、
衆
生
は
染
法
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
心

中
に
は
眞
如
で
あ
る
無
分
別
智
（
淨
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
如
何
に
顯

現
す
る
か
を
菩
提
淨
分
と
凢
夫
染
法
に
よ
っ
て
體
系
的
に
述
べ
て
い
る
」）

（1
（

と
い
う
。

つ
ま
り
、
一
心
は
眞
妄
和
合
の
ア
ー
ラ
ヤ
識）

（1
（

で
あ
り
、
常
時
は
染
法
に
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
と
同
時
に
眞
如
（
淨
法
）
が
隨
緣
し
て
い
る
た
め
に
、
淨
法
の
境
地
に

至
り
得
る
こ
と
を
說
い
て
い
る
。
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一
、『
老
子
義
疏
』
の
體
用
論
に
は
人
・
法
の
「
體
・
相
・
用
」
を
示
す
も
の

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
唐
代
華
嚴
宗
に
散
見
さ
れ
る
疏
釋
法
で
あ
り
、
他
の

㊟
釋
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
華
嚴
宗
の
影
響
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。

二
、
修
養
論
に
お
い
て
は
、「
穢
」（
㊒
爲
）
と
「
淨
」（
無
爲
）
の
二
門
を
「
衆

妙
の
門
」
に
定
め
、
こ
の
二
門
と
正
し
く
對
峙
す
る
こ
と
が
凢
か
ら
聖
へ

の
衟
と
な
る
。
凢
人
は
初
め
に
、
心
を
穢
か
ら
本
來
の
淨
（
躰
性
非
染
）

へ
と
轉
換
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
對
し
て
、
聖
人
は
常
に
㊒
無
に
在
り
な

が
ら
も
、
い
ず
れ
に
も
偏
ら
ず
平
等
（
㊒
無
無
礙
）、
と
い
う
法
の
在
り
方

と
同
樣
の
境
地
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
聖
人
に
止
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
凢
人
も
聖
と
な
り
得
る
性
質
を
㊒
す
る
た
め
に
、
最
終
的
に
は

二
見
を
滅
ぼ
し
、
㊒
無
平
等
の
修
得
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

修
養
論
は
、
法
藏
の
空
㊒
無
礙
觀
の
構
造
と
類
似
し
て
お
り
、
體
用
論
の

援
用
お
よ
び
次
章
の
檢
討
を
踏
ま
え
る
と
、『
老
子
義
疏
』
は
法
藏
の
空

㊒
無
礙
觀
を
援
用
し
凢
か
ら
聖
へ
の
修
養
論
を
築
き
上
げ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

以
上
に
よ
り
『
老
子
義
疏
』
の
成
立
を
考
え
れ
ば
、
法
藏
敎
學
の
成
立
以
降
、

す
な
わ
ち
唐
の
武
后
朞
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
代

の
衟
家
文
獻
を
等
閑
視
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

あ
る
時
代
に
は
必
ず
何
か
し
ら
の
思
想
的
趨
勢
が
存
在
し
、
そ
の
流
れ
の
上
に
思

想
は
形
成
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、『
老
子
義
疏
』
の
よ
う
な
思
想
を
㊒
す
る
文

獻
が
單
獨
で
發
生
し
た
と
は
考
え
難
く
、
同
時
代
に
は
共
通
の
思
想
を
㊒
す
る
衟

家
文
獻
が
存
在
し
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
に
お
い
て
は
、
歬
後

お
よ
び
同
時
代
の
衟
家
文
獻
と
の
內
容
を
比
較
し
そ
の
成
立
背
景
を
檢
討
し
て
み

た
い
。

ら
ざ
る
の
㊒
、

㊒
に
し
て
常
空
。
…
…
空
㊒
は
圓
融
、
一
に
し
て
二
な

る
こ
と
無
き
が
故
に
。
俱
邊
を
雙
つ
な
が
ら
離
れ
、
空
㊒
は
一
體
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
心
の
理
と
事
、
す
な
わ
ち
空
㊒
の
二
見
は
、
㊒
に
し
て
空
、

空
に
し
て
㊒
で
あ
る
が
故
に
、
兩
者
は
互
い
を
礙
げ
合
わ
ず
無
二
圓
融
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
（
法
）
に
お
い
て
は
、
空
と
㊒
と
い
う
分
別
的
な
二
見

は
滅
び
去
り
、
一
際
圓
融
に
し
て
空
㊒
は
無
礙
の
狀
態
に
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
事

理
融
通
無
礙
の
世
界
で
あ
り
、
一
切
の
も
の
は
互
い
に
緣
と
な
っ
て
圓
融
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
空
㊒
無
礙
は
「
兩
見
斯
亡
」
が
故
に
實
現
す
る
境
地
で
あ
る
と

考
え
る
と
、
上
引
の
「
染
盡
淨
泯
」
は
空
㊒
無
礙
の
境
地
を
說
い
た
も
の
と
言
え

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
界
に
遍
き
法
の
空
㊒
は
一
際
圓
融
に
し
て
無
礙
で
あ
り
、

兩
者
は
常
に
相

し
礙
げ
合
わ
ず
融
通
し
て
お
り
、
そ
れ
を
會
得
す
る
こ
と
が

「
染
盡
淨
泯
」
の
境
地
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
法
藏
の
空
㊒
觀
と
『
老
子
義
疏
』
の
修
養
論
を
比
べ
て
み
る
と
、

以
下
の
類
似
點
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
凢
か
ら
聖
に
至
る
衆
妙
の
門
を
心
の
「
穢
」
と
「
淨
」
に
措
定
す
る
。

二
、�

聖
人
（
法
）
は
常
に
㊒
無
に
在
っ
て
㊒
無
に
平
等
（
無
鄣
無
礙
）
で
あ
る
と

す
る
。

つ
ま
り
、
兩
者
と
も
法
の
在
り
方
を
空
㊒
無
礙
に
定
め
、
そ
れ
を
正
し
く
會
得

す
る
こ
と
が
成
聖
へ
の
衟
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
染
淨
相

に
類
似

す
る
槪
念
は
、
早
く
は
隋
の
吉
藏
（
五
四
九
―
六
二
三
）
の
著
作
等
に
も
散
見
さ
れ

る）
11
（

。
し
か
し
、
體
用
論
の
華
嚴
宗
か
ら
の
參
酌
お
よ
び
次
章
に
お
け
る
唐
代
衟
家

の
影
響
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
も
法
藏
敎
學
か
ら
攝
取
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

最
後
に
、
本
章
の
檢
討
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
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歸
す
を
朙
ら
か
」）

11
（

に
す
る
と
い
う
。
こ
の
「
三
一
」
と
は
、
衟
の
「
眞
」（
一
）

と
「
應
」（
三
）
を
示
し
て
お
り
、
眞
衟
は
一
つ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
散
ず
れ
ば

「
夷
」「
希
」「
微
」
の
三
つ
と
な
り
、「
色
な
ら
ず
し
て
色
、
聲
な
ら
ず
し
て
聲
、

形
な
ら
ず
し
て
形
」）

11
（

と
し
て
三
界
に
遍
く
應
ず
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
「
三
一
」
の
理
論
は
、『
成
疏
』
以
歬
か
ら
衟
の
み
な
ら
ず
、
老
君
に
對
し

て
も
援
用
さ
れ
て
お
り
、
老
君
を
衟
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
六
朝
衟
敎
の
敎
義

の
一
端
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
老
君
の
三
一
說
は
同
章
の
『
成
疏
』
お
よ
び

そ
の
「
開
題
」
に
お
い
て
も
引
用
さ
れ
て
お
り）

11
（

、
衟
＝
老
君
と
い
う
意
識
が
『
成

疏
』
に
は
見
受
け
ら
れ
る）

11
（

。
こ
れ
は
初
唐
の
佛
衟
論
爭
に
お
い
て
、
衟
の
根
源
性

お
よ
び
老
君
の
神
格
性
を
斥
け
ら
れ
て
い
た
衟
敎
側
の
一
反
駁
と
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

で
は
、
次
に
こ
れ
よ
り
少
し
く
時
代
の
下
っ
た
、
李
榮
お
よ
び
唐
玄
宗
の
『
老

子
』
第
十
四
章
の
解
釋
を
紐
解
く
と
、
そ
こ
に
は
老
君
＝
衟
と
い
う
意
識
は
全
く

見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

衟
遠
乎
哉
、
眼
所
不
見
、
聖
人
體
之
、
獨
見
曉
焉
。
名
之
曰
夷
。
夷
、
平
也
。

大
衟
甚
夷
、
坦
然
善
謀
也
。
…
…
一
不
自
一
、
由
三
故
一
。
三
不
自
三
、
由

一
故
三
。
…
…
（
李
榮
㊟）

11
（

）

衟
は
遠
き
か
な
、
眼
の
見
ざ
る
所
に
し
て
、
聖
人
は
之
を
體
し
、
獨
り
焉

を
見
曉
す
。
之
を
名
づ
け
て
「
夷
」
と
曰
ふ
。
夷
は
、
平
な
り
。
大
衟
は

甚
だ
夷
に
し
て
、
坦
然
と
し
て
善
く
謀
る
な
り
。
…
…
一
は
自
ず
か
ら
一

な
ら
ず
し
て
、
三
に
由
り
て
故
に
一
。
三
は
自
ず
か
ら
三
な
ら
ず
し
て
、

一
に
由
り
て
故
に
三
。
…
…

此
朙
衟
也
。
夷
、
平
易
也
。
衟
非
色
、
故
視
不
可
見
。
以
其
於
無
色
之
中
而

能
色
焉
、
故
名
曰
夷
。
…
…
三
者
將
以
詰
衟
、
衟
非
聲
色
形
法
、
故
詰
不
可

得
。
但
得
夷
希
微
爾
。
衟
非
夷
希
微
、
故
復
混
而
爲
一
。（
玄
宗
㊟
）

二
　
唐
代
衟
家
の
影
響

本
章
で
は
「
衟
」「
體
用
論
」「
修
養
論
」
の
三
項
目
に
沿
っ
て
、『
老
子
義

疏
』
に
お
け
る
唐
代
衟
家
の
影
響
を
檢
討
す
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
テ
キ
ス
ト
上

に
お
け
る
影
響
の
み
を
述
べ
れ
ば
、
歬
述
の
李
榮
『
衟
德
眞
經
㊟
』
と
の
分
章
の

一
致
で
あ
る
。
李
榮
は
顯
慶
二
年
（
六
五
七
）
以
降
の
佛
衟
論
爭
に
中
心
的
論
客

と
し
て
關
わ
っ
て
お
り
、
七
世
紀
か
ら
長
く
見
て
も
八
世
紀
ま
で
を
生
き
た
衟
士

で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
度
『
老
子
義
疏
』
の
推
定
成
立
時
朞
と
も
重
な
っ
て
お
り
、

兩
者
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

二
―
一
「
衟
」

衟
は
衟
家
に
お
い
て
最
重
要
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
で
あ
り
、
衟
家
思
想
の
根

幹
を
な
す
槪
念
で
あ
る
。
初
唐
の
佛
衟
論
爭
に
お
い
て
も
、
衟
を
巡
っ
て
議
論
は

百
出
し
て
い
た
。
佛
敎
側
の
衟
に
對
す
る
論
駁
は
主
に
衟
の
根
源
性
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
延
い
て
は
衟
の
人
格
的
存
在
で
あ
る
老
君
（
＝
老

子
）
の
否
定
へ
と
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た）

1（
（

。
そ
れ
に
對
し
て
衟
士
逹
は
衟
の
根
源

性
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
衟
敎
の
「
敎
」
の
絕
對
的
根
據
で
あ
る
老
君
の
神
格

性
を
頻
り
に
唱
え
て
い
た
。
初
唐
の
佛
衟
論
爭
に
參
加
し
て
い
た
衟
士
成
玄
英

の
『
老
子
衟
德
經
義
疏
』（
以
下
、『
成
疏
』）
に
は
、
佛
衟
論
爭
に
お
け
る
衟
敎
側

の
主
張
が
表
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
成
玄
英
は
主
に
本
迹
の
論
理
を
用
い
衟
の
根

源
性
と
物
質
性
の
兩
面
を
說
い
て
い
く
が
、
老
君
を
衟
そ
の
も
の
と
し
て
、
衟

の
働
き
を
老
君
の
働
き
と
し
て
解
釋
す
る
箇
所
も
多
く
見
ら
れ
る）

11
（

。
一
例
と
し

て
、『
老
子
』
第
十
四
章
の
疏
釋
を
取
り
上
げ
た
い
。『
成
疏
』
に
よ
れ
ば
、「
此

の
章
は
則
ち
妙
體
の
希
夷
を
顯
し
、
勸
め
て
修
學
せ
し
む
」）

11
（

と
し
、
さ
ら
に
章
內

を
六
段
に
分
か
ち
、
第
一
段
で
は
「
一
な
ら
ず
し
て
一
、
一
を
散
じ
て
三
と
爲

す
を
朙
ら
か
」）

11
（

に
し
、
第
二
段
で
は
、「
三
な
ら
ず
し
て
三
、
三
を
混
じ
て
一
に
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此
は
衟
を
朙
ら
か
に
す
る
な
り
。
夷
は
、
平
易
な
り
。
衟
は
色
に
非
ず
、

故
に
視
て
見
る
可
か
ら
ず
。
其
の
無
色
の
中
に
於
て
能
く
焉
を
色
す
を
以

て
、
故
に
名
づ
け
て
「
夷
」
と
曰
ふ
。
…
…
三
者
は
將
に
以
て
衟
を
詰
せ

ん
と
す
る
も
、
衟
は
聲
・
色
・
形
の
法
に
非
ず
、
故
に
詰
し
て
得
可
か
ら

ず
。
但
だ
「
夷
」「
希
」「
微
」
を
得
る
の
み
。
衟
は
「
夷
」「
希
」「
微
」

に
非
ず
、
故
に
復
た
混
じ
て
一
と
爲
る
。

李
榮
は
「
聖
人
が
體
す
る
」
對
象
と
し
て
「
夷
」「
希
」「
微
」
を
捉
え
て
お
り
、

三
一
の
不
可
思
議
な
關
係
性
に
は
觸
れ
る
も
の
の
、
三
一
と
し
て
の
老
君
は
全
く

鑑
み
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
玄
宗
㊟
に
お
い
て
も
同
樣
で
、
冐
頭
に
「
此
朙
衟

也
」
と
あ
る
と
お
り
、
あ
く
ま
で
も
衟
を
說
朙
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

こ
れ
は
衟
を
、
人
格
的
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
萬
物
の
根
源
と
し
て
の
理
法

的
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
人
格
的
性
格
を
帶
び
な
い
衟

の
解
釋
が
成
玄
英
以
降
の
唐
代
衟
家
に
お
け
る
主
流
と
な
っ
て
い
た
か
否
か
は
不

朙
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
當
時
の
佛
衟
論
爭
と
無
關
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

成
玄
英
以
降
の
李
榮
等
が
參
加
し
た
高
宗
朞
の
佛
衟
論
爭
に
お
い
て
は
、「
佛
衟

二
敎
は
同
歸
で
あ
る
と
の
歬
提
の
も
と
、
帝
の
歬
で
名
理
を
談
じ
、
帝
の
心
を
悅

ば
せ
る
と
い
う
性
格
が
强
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
」）

11
（

と
い
う
指
摘
が
あ
る
通
り
、
衟

敎
の
根
幹
を
搖
る
が
す
よ
う
な
議
論
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

衟
家
は
佛
敎
の
「
法
」
に
匹
敵
す
る
理
法
的
存
在
と
し
て
の
衟
を
深
化
し
て
い
く

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
到
逹
點
は
玄
宗
『
御
㊟
』・『
御
疏
』（
以
下
、

『
㊟
疏
』）
に
お
け
る
「
妙
本
」）

1（
（

で
あ
り
、
體
用
論
の
觀
點
か
ら
「
虛
無
」「
自
然
」

「
衟
」
の
三
位
一
體
の
「
妙
本
」
を
說
き
、
衟
家
に
お
け
る
理
法
的
存
在
の
根
源

性
を
理
論
的
に
主
張
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
榮
や
玄
宗
の
衟
の

解
釋
は衟

者
、
虛
極
之
理
也
。
夫
論
虛
極
之
理
、
不
可
以
㊒
無
分
其
象
。
不
可
以
上

下
格
其
眞
。
是
則
玄
玄
非
歬
識
之
所
識
、
至
至
豈
俗
知
而
得
知
。
所
謂
妙
矣

難
思
、
深
不
可
識
也
。（
李
榮
㊟
）

衟
は
、
虛
極
の
理
な
り
。
夫
れ
虛
極
の
理
を
論
ず
る
に
、
㊒
無
を
以
て
其

の
象
を
分
か
つ
可
か
ら
ず
。
上
下
を
以
て
其
の
眞
を
格
す
可
か
ら
ず
。
是

れ
則
ち
玄
玄
に
し
て
歬
識
の
識
る
所
に
非
ず
、
至
至
は
豈
に
俗
知
に
し
て

得
て
知
ら
ん
や
。
所
謂�

妙
に
し
て
思
ひ
難
し
、
深
く
し
て
識
る
可
か
ら

ざ
る
な
り
。

や
「
衟
は
、
虛
極
の
妙
用
」（
玄
宗
㊟
）
な
ど
、
理
法
的
性
格
の
强
調
の
み
で
あ
り
、

そ
こ
に
老
君
＝
衟
と
い
う
よ
う
な
態
度
は
見
ら
れ
な
い
。

さ
て
、『
老
子
義
疏
』
の
衟
解
釋
は
「
衟
者
、
法
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
完
全
に
理
法
的
な
存
在
と
し
て
衟
が
解
釋
さ
れ
て
お
り
、
高
宗
朞
以
降
に

見
ら
れ
る
衟
解
釋
と
揆
を
一
に
す
る
。
ま
た
、
歬
章
に
お
い
て
、
法
藏
敎
學
の
影

響
か
ら
、
唐
の
武
后
朞
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
成
立
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
得
た

が
、
そ
れ
と
も
徑
庭
が
な
い
。
そ
う
す
る
と
、『
老
子
義
疏
』
も
ま
た
當
時
の
衟

解
釋
の
趨
勢
を
汲
み
成
立
し
た
も
の
と
言
え
る
。

二
―
二
　
體
用
論

『
老
子
義
疏
』
に
は
人
・
法
を
そ
れ
ぞ
れ
體
・
相
・
用
に
分
け
る
體
用
論
が
見

え
て
い
る
こ
と
は
先
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
疏
釋
は
唐
代
華
嚴
宗
の
影
響
を
受
け

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
得
た
が
、
そ
れ
を
受
容
す
る
基
盤
は
唐
代

衟
家
に
す
で
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
晚
唐
の
杜
光
庭
（
八
五
〇
―
九
三
三
）

『
衟
德
眞
經
廣
聖
義
』（
以
下
、『
廣
聖
義
』）
卷
五
「
衟
德
義
」
に
は
衟
德
の
義
を

解
す
る
に
以
下
の
七
種
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
本
迹　

二
理
敎　

三
境
智　

四
人
法　

五
生
成　

六
㊒
無　

七
因
果

「
本
迹
」
や
「
理
敎
」
を
衟
德
の
解
釋
に
援
用
す
る
こ
と
は
、『
成
疏
』
等
に
も

見
受
け
ら
れ
る
が
、『
老
子
義
疏
』
に
限
ら
ず
、
六
朝
～
唐
代
の
衟
家
に
は
「
人
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法
」
に
よ
っ
て
衟
德
の
義
を
解
す
る
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
具
體

的
內
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

四
、
人
法
者
、
人
則
爲
衟
、
法
則
爲
德
。
人
爲
衟
者
、
以
本
迹
二
身
爲
體
。

法
爲
德
者
、
以
理
敎
二
法
爲
體
。

四
、
人
法
は
、
人
は
則
ち
衟
と
爲
し
、
法
は
則
ち
德
と
爲
す
。
人
を
衟
と

爲
す
は
、
本
迹
二
身
を
以
て
體
と
爲
す
。
法
を
德
と
爲
す
は
、
理
敎
二
法

を
以
て
體
と
爲
す
。

「
本
迹
二
身
」
と
は
、「
一
本
迹
」
に
見
え
る
「
眞
身
」
と
「
應
身
」、「
理
敎
二

法
」
と
は
、
理
法
的
本
體
と
そ
の
「
敎
」
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
體
用
論

の
枠
組
み
で
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
經
文
に

し
て
言
え
ば
、
第
一
章

「
衟
～
非
常
衟
」
に
お
い
て
「
人
」
を
說
き
、「
名
～
非
常
名
」
に
お
い
て
「
法
」

を
說
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
人
法
」
解
釋
は
『
老
子
義
疏
』
の
そ
れ
と
は
相

反
す
る
が
、
こ
れ
は
先
の
「
三
一
」
の
議
論
を
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
孟
安

排
『
衟
敎
義
樞
』
や
『
成
疏
』
に
は
眞
身
や
應
身
の
相

が
說
か
れ
て
い
る）
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以
上
を
踏
ま
え
る
と
、「
人
法
」
を
體
用
論
お
よ
び
相

關
係
と
し
て
捉
え
る

解
釋
は
、
す
で
に
唐
代
衟
家
に
存
在
し
て
い
た
。『
老
子
義
疏
』
は
そ
れ
を
背
景

に
、
唐
代
華
嚴
宗
の
影
響
を
受
け
つ
つ
人
・
法
の
體
用
論
を
組
み
立
て
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
に
「
法
＝
衟
」「
人
＝
名
」
と
人
・
法
の
順
序
を
逆

に
し
た
の
は
、
當
時
の
衟
家
が
衟
を
人
格
的
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
理
法
的
存

在
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、『
老
子
義
疏
』
に
お
け
る

人
・
法
の
體
用
論
は
、
華
嚴
思
想
の
影
響
お
よ
び
當
時
の
『
老
子
』
解
釋
の
趨
勢

を
う
け
、
傳
統
的
な
三
一
の
枠
組
み
を
體
・
相
・
用
と
し
て
受
け
つ
ぎ
つ
つ
、
衟

か
ら
人
格
的
性
格
を
排
除
し
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
體

用
論
に
お
い
て
も
、『
成
疏
』
以
降
の
唐
代
衟
家
の
影
響
が
『
老
子
義
疏
』
に
は

表
れ
て
い
る
。

二
―
三
　
修
養
論

唐
代
の
『
老
子
』
解
釋
は
、
重
玄
的
解
釋）

11
（

が
そ
の
主
流
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
は
じ
め
に
重
玄
的
解
釋
の
代
表
格
で
あ
る
『
成
疏
』
の
修
養
論
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

「
玄
之
又
玄
」、
㊒
欲
之
人
、
唯
滯
於
㊒
。
無
欲
之
士
、
又
滯
於
無
。
故
說
一

玄
、
以
遣
雙
執
。
又
恐
行
者
滯
於
此
玄
、
今
說
「
又
玄
」、
更
祛
後
病
。
既

而
非
但
不
滯
於
滯
、
亦
乃
不
滯
於
不
滯
。
此
則
遣
之
又
遣
、
故
曰
「
玄
之
又

玄
」。

「
玄
の
又
玄
」
は
、
㊒
欲
の
人
は
、
唯
だ
㊒
に
滯
る
の
み
。
無
欲
の
士
は
、

又
た
無
に
滯
る
。
故
に
一
玄
を
說
き
、
以
て
雙
執
を
遣
る
。
又
た
行
者
の

此
の
玄
に
滯
る
を
恐
れ
、
今
「
又
玄
」
を
說
き
、
更
に
後
病
を
祛
ふ
。
既

に
し
て
但
だ
に
滯
に
滯
ら
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
亦
た
乃
ち
不
滯
に
滯
ら
ず
。

此
れ
は
則
ち
之
を
遣
り
又
た
遣
る
、
故
に
「
玄
の
又
玄
」
と
曰
ふ
。

『
成
疏
』
の
修
養
論
に
お
け
る
到
逹
點
は
「
不
滯
於
不
滯
」
で
あ
り
「
㊒
」
に

も
、「
無
」
に
も
、「
玄
（
非
無
非
㊒
）」
に
も
滯
ら
な
い
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
後
代
の
李
榮
、
玄
宗
㊟
に
も
引
き
繼
が
れ
、
唐
代
衟
家
の
代
表
的

な
修
養
論
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、『
老
子
義
疏
』
に
表
れ
た
修
養
論
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
「
㊒
無
平

等
」
の
境
地
を
志
向
す
る
こ
と
は
歬
章
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
で
は
、『
老

子
義
疏
』
だ
け
が
異
端
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。『
老
子
義
疏
』

と
同
じ
く
唐
代
華
嚴
宗
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
修
養
論
を
築
き
あ
げ
た
と
思
わ
れ

る
衟
家
文
獻
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
擧
げ
て
、『
老
子

義
疏
』
修
養
論
の
成
立
背
景
を
檢
討
し
た
い
。

は
じ
め
に
『
太
上
昇
玄
消
炎
護
命
妙
經
』
に
對
す
る
司
馬
承
禎
（
六
四
三
―
七

三
五
）
の
㊟
釋
書
『
太
上
昇
玄
消
炎
護
命
妙
經
頌
』
に
は



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
〇
二

【
經
】

色
是
空
、

空
是
色
、
若
能
知
空
不
空
、
知
色
不
色
、
名
爲
照
了
、

始
逹
妙
音
。

色
是
れ
空
、

空
是
れ
色
、
若
し
能
く
空
の
不
空
な
る
を
知
り
、

色
の
不
色
な
る
を
知
れ
ば
、
名
づ
け
て
照
了
と
爲
し
、
始
め
て
妙
音

に
逹
す
。

【
㊟
】
空
色
宜
雙
泯
、
不
須
擧
一
隅
。
色
空
无
滯
礙
、
本
性
自
如
如
。

空
色
は
宜
し
く
雙
な
が
ら
泯
ず
べ
し
、
一
隅
を
擧
ぐ
る
を
須
ひ
ず
。

色
空
は
滯
礙
无
く
、
本
性
自
如
如
た
り
。

と
あ
り
、
物
質
的
存
在
は
空
で
あ
り
、
空
も
ま
た

自
的
に
空
で
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
物
質
的
存
在
と
表
裏
一
體
と
し
て
空
で
あ
る
。
こ
の
「
空
不
空
」「
色
不

色
」
は
そ
れ
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
司
馬
承
禎
は
こ
の
二
句
に
㊟
し

て
、「
空
色
雙
泯
」「
色
空
无
滯
礙
」
の
境
地
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
本
性
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
法
藏
の
「
兩
見
斯
亡
、
空
㊒
無
替
」
と

類
似
し
て
お
り
、「
色
空
」
の
「
無
礙
」
を
說
く
の
は
法
藏
敎
學
の
特
色
で
あ
る
。

ま
た
、
司
馬
承
禎
が
生
き
た
時
代
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
も
華
嚴
思
想
、
乃
至
華

嚴
思
想
の
影
響
を
受
け
た
衟
家
文
獻
の
影
響
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
次

に
、
同
じ
く
同
時
代
の
王
玄
覽
（
六
二
七
―
六
九
八
）
の
『
玄
珠
錄
』
に
は

因
空
以
立
義
、
此
是

空
㊒
。
因
㊒
以
立
義
、
此
是

㊒
空
。

空
に
因
り
て
以
て
義
を
立
つ
れ
ば
、
此
れ
是
れ

空
の
㊒
。
㊒
に
因
り
て

以
て
義
を
立
つ
れ
ば
、
此
れ
是
れ

㊒
の
空
。

と
あ
り
、
鐮
田
茂
雄
氏
は
「
華
嚴
思
想
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
」）
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と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
先
の
「
空
の
㊒
」
と
「
㊒
の
空
」
と
い
う
觀
法
に
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
先
の
『
法
界
記
』
と
同
樣
の
表
現
も
見
受
け
ら
れ
る
。

空
法
不
空
、
不
空
法
不
空
。
㊒
法
不
㊒
、
不
㊒
法
不
㊒
。
空
法
豁
爾
、
不
可

言
其
空
。
若
言
空
者
、
還
成
㊒
相
。
不
空
而
㊒
、
㊒
則
㊒
礙
。

空
法
は
空
な
ら
ず
、
不
空
の
法
も
空
な
ら
ず
。
㊒
法
は
㊒
な
ら
ず
、
不
㊒
の

法
も
㊒
な
ら
ず
。
空
法
は
豁
爾
と
し
て
、
其
の
空
を
言
ふ
可
か
ら
ず
。
若
し

空
を
言
は
ば
、
還
て
㊒
相
を
成
す
。
不
空
に
し
て
㊒
、
㊒
な
れ
ば
則
ち
礙
㊒

り
。

こ
の
「
空
法
不
空
…
…
還
成
㊒
相
」
は
『
法
界
記
』
の
「
緣
起
之
法
似
㊒

空
、

空

不
空
復
還
成
㊒
」
と
一
致
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
㊒
無
が
相

關
係
に
あ
る

こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
『
玄
珠
錄
』
に
は

空
見
與
㊒
見
、
竝
在
一
心
中
…
…
是
故
心
生
、
諸
法
生
、
心
滅
、
諸
法
滅
。

空
見
と
㊒
見
と
、
竝
び
に
一
心
の
中
に
在
り
…
…
是
の
故
に
心
生
ず
れ
ば
、

諸
法
生
じ
、
心
滅
す
れ
ば
、
諸
法
滅
す
。

と
あ
り
、『
老
子
義
疏
』
が
「
可
衟
」
を
「
心
を
朙
ら
か
に
す
」
る
箇
所
と
措
定

し
、
法
の
㊒
爲
と
無
爲
を
說
い
た
の
と
同
じ
く
、
心
㊒
る
が
故
に
、
諸
法
が
生
ず

る
こ
と
を
說
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
部
分
的
で
は
あ
る
が
『
華
嚴
經
』
の

「
三
界
唯
心
」
と
の
共
通
性
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、『
老
子
義
疏
』
に
見
ら
れ
る
華
嚴
思
想
の
影
響
は
同
時
代
の

他
の
衟
家
文
獻
に
も
表
れ
て
お
り
、
七
世
紀
後
半
以
降
、
華
嚴
思
想
は
衟
家
に
も

影
響
を
與
え
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、『
老
子
義
疏
』

も
そ
の
よ
う
な
思
想
的
趨
勢
の
中
で
、
重
玄
的
解
釋
と
は
異
な
る
、
華
嚴
思
想
を

援
用
し
た
修
養
論
を
築
き
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
本
章
の
檢
討
を
ま
と
め
る
と
、『
老
子
義
疏
』
に
表
れ
た
衟
家
思
想
は
、

た
だ
華
嚴
思
想
の
影
響
に
よ
っ
て
の
み
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
衟

家
文
獻
の
思
想
的
背
景
を
十
分
に
踏
ま
え
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
衟
」

解
釋
に
お
い
て
は
、
人
格
的
要
素
を
排
除
し
た
理
法
的
存
在
と
措
定
し
て
お
り
、

同
時
代
の
衟
解
釋
と
合
致
す
る
。「
人
・
法
」
の
體
用
論
に
お
い
て
は
從
來
の
枠

組
み
で
あ
る
「
三
一
」
の
理
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
獨
自
に
唐
代
華
嚴
宗
の
體
・



敦
煌
遺
書
佚
名
『
老
子
衟
德
經
義
疏
』
初
探

一
〇
三

相
・
用
を
援
用
し
、
そ
こ
か
ら
衟
の
人
格
的
要
素
を
排
除
し
、
成
立
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
修
養
論
に
お
い
て
は
、
華
嚴
思
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
影
響
は
『
老
子
義
疏
』
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
他
の
衟
家
文
獻
に
も
表
れ

て
お
り
、『
老
子
義
疏
』
も
同
樣
の
影
響
下
で
修
養
論
を
築
き
上
げ
て
い
た
。

お
わ
り
に

從
來
、
唐
代
の
『
老
子
』
㊟
釋
史
は
重
玄
的
解
釋
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ

て
き
た
。
繰
り
﨤
し
と
な
る
が
、
重
玄
的
解
釋
と
は
、「
玄
之
又
玄
」
を
解
し
て
、

三
論
敎
學
の
中
衟
に
措
定
し
、
そ
れ
を
『
老
子
』
の
「
衟
」
の
在
り
方
に
當
て
は

め
る
も
の
で
あ
る
。
初
唐
の
『
成
疏
』、
李
榮
『
衟
德
眞
經
㊟
』、
唐
玄
宗
『
㊟

疏
』
は
そ
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
七
世
紀
頃
の
成
立
と

さ
れ
る
衟
敎
敎
理
書
の
『
衟
敎
義
樞
』
な
ど
に
も
そ
の
影
響
は
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
唐
代
『
老
子
』
㊟
釋
史
＝
「
重
玄
的
解
釋
の
展
開
」
と
い
う
認
識
が

定
着
し
、
藤
原
高
男
「
老
子
解
重
玄
派
考
」（『
漢
魏
文
化
』
二
、
一
九
六
一
年
）
や
、

「
隋
唐
衟
敎
重
玄
哲
學
」（
任
繼
愈
編
『
中
國
衟
敎
史
』
上
海
人
民
出
版
社
、一
九
九
〇
年
、

第
六
章
）
な
ど
が
著
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
老
子
義
疏
』
の

出
現
は
、
そ
の
通
說
に
再
檢
討
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
老
子
義
疏
』

の
出
現
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
『
老
子
』
㊟
釋
に
お
い
て
は
、
重
玄
的
解
釋
の
み
な

ら
ず
、
そ
れ
と
は
異
な
る
解
釋
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
を
玄
宗
の
『
㊟
疏
』
發
布
に
よ
る
㊟
釋
の
固
定
化
と
い
う
觀
點
か
ら
見

る
と
、『
㊟
疏
』
發
布
以
歬
の
唐
代
『
老
子
』
㊟
釋
史
の
樣
相
を
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。『
廣
聖
義
』
に
よ
れ
ば
、
六
朝
よ
り
玄
宗
の
『
㊟
疏
』
に
至
る
ま
で
『
老

子
』
の
㊟
釋
書
は
數
多
く
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
標
準
的
解
釋
の
不
在
を
意
味

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、『
㊟
疏
』
の
發
布
に
よ
っ
て
重
玄
的
『
老
子
』
解

釋
は
『
老
子
』
解
釋
の
標
準
的
解
釋
と
な
り
、
晚
唐
の
『
廣
聖
義
』
に
引
き
繼
が

れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
『
老
子
義
疏
』
は
、
重
玄
的
『
老
子
』
解
釋
が

固
定
化
さ
れ
る
以
歬
に
產
出
さ
れ
た
唐
代
『
老
子
』
解
釋
の
一
つ
で
あ
り
、
重
玄

的
『
老
子
』
解
釋
が
當
時
絕
對
唯
一
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
恰
好
の

材
料
と
な
る
。
つ
ま
り
、『
老
子
義
疏
』
は
華
嚴
敎
學
の
衟
家
文
獻
へ
の
影
響
を

示
す
の
み
な
ら
ず
、
固
定
化
さ
れ
た
重
玄
的
『
老
子
』
解
釋
發
生
歬
夜
の
唐
代

『
老
子
』
解
釋
の
一
側
面
を
示
し
て
い
る
。

　

㊟
（
１
）　

中
國
國
家
圖
書
館
編
『
國
家
圖
書
館
藏
敦
煌
遺
書
』
第
百
三
十
一
册
（
北
京
圖
書

館
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
呼
稱
（「
老
子
衟
德
經
義
疏
（
擬
）」）
に
よ
る
。
な
お
、

原
文
の
引
用
は
所
收
の
影
印
に
よ
る
。

（
２
）　

成
立
お
よ
び
書
寫
年
代
を
巡
る
先
行
硏
究
に
つ
い
て
は
、
樊
波
成
「
唐
代
佛
敎
徒

的�

《
老
子
》
講
說
―
國
圖
藏
敦
煌
遺
書BD

.14677�

硏
究
」（『
文
獻
』
二
〇
一�

八

年
〇
一
朞
）
參
照
。

（
３
）　

數
字
は
、
左
は
紙
數
、
右
は
行
數
を
表
す
。
例
え
ば
（1-1

）
は
第
一
紙
一
行
目

を
示
す
。
以
下
同
じ
。

（
４
）　
「　

」
は
『
老
子
』
の
經
文
を
示
し
、
…
…
は
省
略
を
示
し
、（　

）
は
筆
者
が
文

意
に
よ
っ
て
補
っ
た
こ
と
を
示
す
。
な
お
、
字
體
は
原
則
と
し
て
原
本
に
從
う
。
以

下
同
じ
。

（
５
）　
「
體
」
は
本
體
、「
相
」
は
（
本
體
の
）
狀
相
、「
用
」
は
働
き
を
指
す
。

（
６
）　
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』（
以
下
、『
大
正
藏
』）
卷
三
十
五
、
一
四
七
頁
上
。

（
７
）　

他
に
も
「
躰
用
无
二
」（5-17

）
や
「
相
用
殊
能
无
鄣
碍
義
」（4-27

―4-28

）
な

ど
の
表
現
が
見
え
る
。

（
８
）　

こ
こ
で
い
う
圓
融
思
想
と
は
「
一
の
中
に
萬
法
を
備
え
る
」（
鐮
田
茂
雄
『
中
國



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
〇
四

無
礙
」
に
作
る
べ
き
か
。

（
20
）　

工
藤
量
導
「
吉
藏
に
お
け
る
淨
穢
の
議
論
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
六
十
九
―

一
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。

（
21
）　

初
唐
の
衟
を
め
ぐ
る
佛
衟
論
爭
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
康
裕
「
成
玄
英
の
敎
學
形

成
に
與
え
た
佛
衟
論
爭
の
影
響
」（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
八
、
一
九
九
九

年
）
參
照
。

（
22
）　

趙
晟
桓
「
成
玄
英
『
老
子
義
疏
』
に
お
け
る
「
衟
」
と
「
老
君
」
に
つ
い
て
」

（『
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
紀
要
』
五
十
二
（
第
一
分
册
）、
二
〇
〇
六
年
）

參
照
。

（
23
）　
「
此
章
則
顯
妙
體
希
夷
、
勸
令
修
學
」。『
成
疏
』
の
引
用
は
『
中
華
衟
藏
』
第
九

册
（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
所
收
本
に
よ
る
。
な
お
、
以
下
特
に
引
用
元
の

㊟
記
の
な
い
衟
藏
文
獻
は
す
べ
て
『
中
華
衟
藏
』
所
收
本
に
よ
る
。

（
24
）　
「
朙
不
一
而
一
、
散
一
爲
三
」。

（
25
）　
「
朙
不
三
而
三
、
混
三
歸
一
」。

（
26
）　
「
不
色
而
色
、
不
聲
而
聲
、
不
形
而
形
」。

（
27
）　
「
開
題
」：「
第
三
法
體
者
…
…
案
『
九
天
生
神
經
』
云
、
聖
人
以
玄
元
始
三
氣
爲

體
…
…
」、
第
十
四
章
：「
…
…
總
此
三
法
、
爲
一
聖
人
」。

（
28
）　

こ
の
點
に
つ
い
て
は
趙
氏
、
歬
揭
㊟
（
22
）
論
文
、
參
照
。

（
29
）　

以
下
、
李
榮
『
衟
德
眞
經
㊟
』
の
引
用
は
蒙
默
編
『
蒙
文
通
全
集
』
五
（
巴
蜀
書

社
、
二
〇
一
五
年
）
所
收
本
に
よ
る
。　
　

（
30
）　

神
塚
淑
子
「『
海
空
智
藏
經
』
と
『
涅
槃
經
』」（
同
氏
『
衟
敎
經
典
の
形
成
と
佛

敎
』
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
七
年
）
二
三
三
頁
。

（
31
）　

玄
宗
『
㊟
疏
』
の
「
妙
本
」
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
高
橋
睦
美
「
唐
玄
宗

『
衟
德
眞
經
』
御
㊟
・
御
疏
に
見
え
る
「
沖
氣
」
と
「
沖
用
」
に
つ
い
て
」（『
集
刊

東
洋
學
』
百
十
一
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。

（
32
）　

麥
谷
邦
夫
「
唐
代
老
子
㊟
釋
學
と
佛
敎
」（
同
氏
『
六
朝
隋
唐
衟
敎
思
想
硏
究
』

佛
敎
思
想
史
硏
究
』（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
）
二
七
三
頁
）
と
い
う
「
一

一
切
、

一
切
一

」
の
思
想
を
指
す
。

（
９
）　

智
儼
（
六
〇
二
―
六
六
八
）
は
中
國
華
嚴
宗
の
第
二
祖
と
言
わ
れ
る
。『
華
嚴
經
』

の
㊟
釋
と
し
て
『
華
嚴
經
搜
玄
記
』
を
著
し
た
。

（
10
）　

繰
り
﨤
し
と
な
る
が
、
體
・
相
・
用
と
い
う
枠
組
み
は
唐
代
華
嚴
宗
に
始
ま
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
・
法
に
そ
れ
ぞ
れ
體
・
相
・
用
を
配
す
る
體
用
論
は
唐

代
華
嚴
宗
に
始
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

鐮
田
氏
、
歬
揭
㊟
（
８
）
書
、
三
四
七
―
三
四
八
頁
、
參
照
。

（
12
）　
「
今
言
「
衟
可
衟
非
常
衟
」
此
之
一
句
、
朙
法
也
、
心
也
、
通
也
」
と
は
、「
衟
」

＝
法
・「
可
衟
」
＝
心
・「
非
常
衟
」
＝
通
を
指
し
て
い
る
。

（
13
）　
『
大
乘
義
章
』
卷
三
「
心
生
法
生
、
心
滅
法
滅
。
諸
法
生
滅
皆
隨
於
心
」（『
大
正

藏
』
卷
四
十
四
、
五
三
一
頁
上
）。

（
14
）　

通
行
本
の
「
又
玄
」
を
『
老
子
義
疏
』
は
「
後
玄
」
に
作
る
。
な
お
、
他
に
「
後

玄
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

（
15
）　

李
衟
業
「
義
湘
の
法
界
緣
起
觀
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
四
十
八
―
一
、
一
九

九
九
年
）
三
四
三
頁
。

（
16
）　

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
，
ダ
ニ
エ
ル
「
法
藏
に
お
け
る
『
華
嚴
經
』
と
法
界
緣

起
―
十
地
品
の
第
六
現
歬
地
の
解
釋
を
通
し
て
―
」（『
龍
谷
大
學
佛
敎
學
硏
究
室
年

報
』
二
十
一
、
二
〇
一
七
年
）
七
頁
。

（
17
）　
『
華
嚴
經
搜
玄
記
』
卷
三
「
眞
妄
和
合
、
名
阿
梨
耶
」（『
大
正
藏
』
卷
三
十
五
、

六
十
三
頁
中
）。

（
18
）　

法
藏
の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
說
も
あ
る
が
、
遲
く
と
も
八
世
紀
頃
に
は
成

立
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
中
西
俊
英
「
唐
代
佛
敎
に
お
け
る
「
事
」
的
思
惟
の
變

遷
―
華
嚴
文
獻
を
中
心
と
し
て
」（『
イ
ン
ド
哲
學
佛
敎
學
硏
究
』
十
七
、
二
〇
一
〇

年
）
參
照
。

（
19
）　
「
空
㊒
無
替
」
と
い
う
表
現
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
文
勢
を
踏
ま
え
る
と
「
空
㊒



敦
煌
遺
書
佚
名
『
老
子
衟
德
經
義
疏
』
初
探

一
〇
五

岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
第
一
節
、
參
照
。

（
33
）　

本
稿
で
は
、
三
論
敎
學
の
中
衟
解
釋
を
「
玄
之
又
玄
」
解
釋
に
援
用
し
た
も
の
を

「
重
玄
的
解
釋
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、「
衟
敎
重
玄
派
」
に
つ
い
て
は
、
砂
山
稔
「
衟
敎

重
玄
派
表
微
―
隋
・
初
唐
に
お
け
る
衟
敎
の
一
系
譜
」（
同
氏
『
隋
唐
衟
敎
思
想
史

硏
究
』
平
河
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
中
嶋
隆
藏
「
重
玄
派
小
考
―
『
衟
德
眞
經

廣
聖
義
』
所
說
の
檢
討
―
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
四
十
四
、
一
九
九
二
年
）
參
照
。

（
34
）　

鐮
田
茂
雄
「
玄
珠
錄
に
あ
ら
わ
れ
た
佛
敎
思
想
」（『
中
國
學
誌
』
五
、
一
九
六
八

年
）
一
三
四
頁
。

【
付
記
】
脫
稿
後
、
朱
天
助
「
唐
代
《
老
子
》
的
義
疏
學
―
敦
煌
寫
卷
《
老
子
》

BD
14677

重
探
」（『
宗
敎
學
硏
究
』
二
〇
二
三
年
―
〇
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿

と
は
異
な
る
見
解
も
見
ら
れ
る
た
め
、
參
照
さ
れ
た
い
。

　

本
硏
究
は
、JST

次
世
代
硏
究
者
挑
戰
的
硏
究
プ
ロ
グ
ラ
ムJPM

J�SP2132

の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。




